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論 文 題 目
インプラン ト体スクリューソケットヘの異物混入によるカバースクリ

ュー緩め トルクの変化

論文審査の要旨

本論文は,現在最も頻用 されている歯科インプラン ト治療システムである 2回法インプラ

ン トシステムの臨床応用における問題点である,「インプラン ト体 (下部構造物)と 上部構造

物がスクリューにより連結 されている」とい う点から発生する トラブル,すなわち,「インプ

ラン ト体スク リューソケットヘ異物が混入することにより,連結 しているスクリューの除去

が困難になる」このことが,実際どの様な状況で起こりうるのかを実験的に追求 した論文で

ある。実験方法の詳細は,論文内容要旨の通 りであり,これにより得 られた結果を中心に審

査を行った。

異物の混入に際 しては,異物の大きさや性状を変化 させ,緩め トルクを増大 させる物質を

特定 している。弾性の小 さいアル ミナやカーボランダム顆粒においては,そ の大きさの違い

を問わず,緩め トルクが逆に減少 していることを証明 した。

骨細片は弾性があり,変形にも耐える性質を持つていることで,ス クリューとスクリュー

ソケッ ト間に介在 し,緩め トルクを増大 させていた。 しか し,実際に生体内で起こりうる現

象であるか,ま た,別の因子が作用することで,緩め トルクの変化は起こらないのではない

か, とい う疑間に対 し,本研究ではイヌ下顎骨を用い,骨細片の混入により緩め トルクの増

大を確認 している。

以上の結果から,骨細片のような弾性 と硬度を持つた異物が混入することで,緩め トルク

が締め付け トルクに比べ増大 し,カバースクリュー除去困難が発生する可能性が示 された。

この結果は,臨床において骨造成等によりこのスクリューソケッ トに骨細片が混入する機

会の多い一次手術において,各 メーカーのマニュアルには記載がないが, ソケッ ト内の十分

な洗浄が必要であることを示唆 している。

本論文は, 2回法インプラン トシステムを応用する臨床の場で直面する問題で,既に,多

くの臨床家が経験 しているにもかかわらずその詳細が不明とされていた事項であるスクリュ

ー固定部での トラブルに関 して, 力 /2iιrο および カ ガ印 にて詳細に検討 し証明 している。

審査委員は,以上の結果を評価 し,本論文が博士 (歯学)の学位を授与するに値するものと

判定 した。


